
 

 

 

 

 

参 考 資 料 

 

 





用 語 集 



56



3 6500
200







( )



1995

Red Data Book



丹沢大山総合調査実行委員会政策提言 









丹沢大山保全計画 改定経緯 
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丹沢大山自然再生計画
～人も自然もいきいきとした丹沢大山をめざして～
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提供写真一覧

掲載頁  タイトル   　　提　供
第１章とびら ツツジと丹沢山地  　　丹沢資料保存会　渡辺　恒美氏
４頁下  オーバーユース対策として設置した木道 　　神奈川県　自然環境保全センター
５頁上  植生保護柵による効果  　　神奈川県　自然環境保全センター
５頁下  林床植生の衰退による土壌流出 　　神奈川県　自然環境保全センター
第２章とびら 立ち枯れたブナ   　　丹沢資料保存会　渡辺　恒美氏
13 頁下  昭和 20 年代後半の荒廃状況 　　神奈川県　農政部林務課（神奈川の林政史）
15 頁下左 特定外来生物　ソウシチョウ 　　平田　寛重氏
15 頁下右 特定外来生物　ガビチョウ 　　平田　寛重氏
第３章とびら 雪上のニホンジカの足跡 　　丹沢資料保存会　渡辺　恒美氏
第４章とびら 丹沢主稜線のブナ  　　丹沢資料保存会　渡辺　恒美氏
52 頁下左 特定外来生物　ブラックバス 　　神奈川県　水産技術センター内水面試験場 
52 頁下右 特定外来生物　アライグマ 　　神奈川県　自然環境保全センター
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